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9. 研究実績の概要

本総括班では、研究全体を統括し、班員相互の密接な連携を図り、国内外の動向を調査しつつ適切な助言を行うことによって本領域を
円滑に推進・運営することを目的としている。本年度は、総括班会議を6月2日～6月4日に、新神戸にて開催した。発足から3年目の中
間評価の年を迎えるにあたり、領域の方向性や基本方針に関して総括班員、研究評価者、学術調査官を交えて意見交換を行った。領域
の利益に資する共同研究の在り方や、個別の研究から一般性や共通原理を見いだすことに関して活発な議論が行われた。また、GOTO班
員が中心となり、10月28日から2泊3日の日程で支笏湖休暇村にて若手の会を開催した。若手研究者を中心に70名の参加があり、研究発
表、夜を徹した討論があった。また、若手研究者・学生向けに「英語コミュニケーション・英語プレゼンテーション」の授業が行われ
た。さらに、オーストラリア領事館より領事並びに商務官を招聘し、海外で学ぶための心構えについて講演頂いた。本年度は、遺伝学
会、育種学会、農芸化学会、植物生理学会において領域関連シンポジウム・ワークショップを計7件開催した。また、2つの国際シンポ
ジウム、"Mechanisms and Functions of Sex Chromosome Turnover (5月6日、三島)"、"How can epigenetic information be used to
 solve global issue? (9月21日、横浜)"を共催した。小中高校への出前授業や市民講座開講などアウトリーチ活動も積極的に推進し
た。最先端の研究成果の公表と合わせ、これらの班活動に関する情報はホームページを利用して発信した。ニュースレターに関しても
、第5号および第6号を発行し、多くの学術分野にまたがる本領域内外の相互情報収集を促し、各班員の研究のさらなる発展の一助とな
るようにした。
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（2）おおむね順調に進展している。

総括班、並びに領域代表がリーダーシップを発揮して領域ホームページ、ニュースレターを始めとする領域の周知活動を推進すると共
に、内容の濃い班会議、若手の会、領域関連ワークショップ・シンポジウム、国際シンポジウムを開催することができた。その結果、
第2期目の公募班の募集においては、150件を上回る応募があり、領域の目指す「ゲノム・遺伝子相関」の新しい遺伝学の概念が研究者
に浸透しつつあると考える。
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11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策

平成26年度は、領域関連のシンポジウム、ワークショップ、班会議を随時予定している。新たな公募班員を交え、さらなる共同研究の
推進とゲノム・遺伝子相関の共通原理や機構の抽出に注力する。班会議、若手の会、各種研究集会での交流をはかることにより、領域
の目的を周知し、新たな遺伝学分野を切り拓くべく努力する。また、アウトリーチ活動に関しては、その質の向上に向けて班会議等を
通じて積極的な意見交換を行う。

（今後の推進方策）
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13.研究発表（平成２５年度の研究成果）
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